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【背景】 

イトウ(Parahucho perryi)はサケ科イトウ属の⼀種であり，成⻑すると 1.5 m を超える⽇本最⼤級の淡
⽔⿂である．近年個体数が⼤幅に減少し，2006 年以降は IUCN のレッドリストにて絶滅危惧種ⅠA 類
(CR)に指定されている．本種の保全に向け，個体群が⽣息する各⽔系で良好な⽣息環境を維持すること
が求められている．⼀⽅，本種の好適環境を理解する上で必要な⽣態情報の収集は⼗分とは⾔えない．
特に河川が結氷し，⽔中の状態が観測困難となる冬季の回遊や⽣息場利⽤に関する情報は⼀切得られて
いない．本研究では，遠隔的に⾏動情報が取得可能な⾳響テレメトリー⼿法を⽤いて，冬季のイトウの
⾏動を追跡し，湿原河川における越冬時の⾏動範囲と利⽤場所を理解することを⽬的とした．  
 
【材料と⽅法】 

⾳響伝搬特性調査：別寒辺⽜川本流の上流部と下流部で，⾮結氷期の 2020 年 10⽉および結氷期の
2021 年 1⽉に⽔中における⾳波の伝達距離を計測した．各計測定点の河川中に受信機を 50 m間隔で 8
機設置し，最初の 1機に発信機を装着した．24時間にわたり発信機と受信機を⽔中に静置し，得られた
データから，各受信機の受信数を発信数で割った値である受信率を算出し，河川中の直線上で発信⾳が
伝搬する範囲を求めた． 

イトウの⾏動追跡：2019年 11⽉ 7⽇に発信機を装着したイトウ 2尾を河⼝から約 20 km の場所より
放流し，⽔中に設置した受信機により，冬季の⾏動を追跡した．受信機は 2020 年 7 ⽉ 6 ⽇に回収し，
⾏動記録を取得した． 
 
【結果と考察】 
 ⾳響伝搬特性調査の結果，⾮結氷期と結氷期共に良好な受信率であることがわかり，本⽔系の結氷期
における⾳響テレメトリーの適⽤可能性が⽰された．追跡したイトウ 2尾のうち，⼀⽅は放流直後に上
流へ向かい，調査区域最上流部の定点で 11⽉上旬に受信されたものを最後に受信が途絶えた．この個
体は冬季に上流⽅⾯で越冬していたものと予想される．もう⼀⽅は放流直後に下流へ向かい，その後は
調査終了の 7 ⽉まで，河⼝からの流路⻑が 15 km の付近で断続的に受信された．今後は追跡するイトウ
の個体数および設置する受信機の数と範囲を増⼤し，本⽔系広域の本種の⾏動を追跡できる実験計画を
実施することにより，イトウの越冬時の⾏動範囲や利⽤場所の詳細が明らかになるものと予想される．  


